
ROTOBO月例報告会 

＃96 

 

インドの対ロシア政策：２国間パートナー

シップの堅持と多国間での連携強化 

 

一般社団法人ＲＯＴＯＢＯ                                                  2025.09.03 

 
 

報 告 
「インドの対ロシア政策：２国間パートナーシップの堅持と多国間での連携強化」 

笠井 亮平（岐阜女子大学南アジア研究センター特別客員准教授） 
  

日 時 ９月１９日（金） 15:00～16:30 （日本時間） 

  

参 加 資 格 
ROTOBOの会員企業（参加費は無料）  

正会員：無制限  準会員：２名様まで  
  

申 込 リ ン ク https://forms.gle/nuxQ8E7M2unawSgz7 
  

お問い合わせ先 

seminar@rotobo.or.jp  Tel：（03）3551-6218 

（緊急の場合を除き、お問い合わせはなるべくメールでお願いします） 

担当：齋藤、橋之爪 
 

ROTOBOでは９月19日（金）に「インドの対ロシア政策：２国間パートナーシップの堅持と多国間での連

携強化」と題する報告会をリモートにて開催いたしますのでご案内申し上げます。 

米トランプ政権は８月27日、インドがロシアから原油を大量に購入していることを理由に、インドからの

輸入品に課している関税を50％に引き上げました。これに対して、モディ首相は対抗姿勢を鮮明にして

います。貿易を巡る米国との対立は、印ロ関係にどのような影響を与えるのでしょうか。 

今回の報告会では、講師として、岐阜女子大学南アジア研究センター特別客員准教授の笠井亮平さん

をお迎えし、インドにとってのロシアの重要性、「陸」と「海」で異なる外交の重点、インド国内におけるロ

シアのプレゼンス、「トランプ関税」発動が印ロ関係にもたらす影響、さらにはBRICSやSCO、RICにおけ

る連携などについて、ご報告をいただきます。 

ロシアではなく、インドの視点からみたお話は、二国間関係、さらにはインドの国際社会での立ち位置を

より的確にとらえるヒントになることと思います。 

参加をご希望の方は、以下の申込リンク（Googleフォーム）よりお申し込みください。参加ご登録いただ

いた方には、開催前日までに当日のZoomリンクをお知らせいたします。 

ご参加は、正会員：無制限、準会員：2名様までとさせていただきます。準会員のお申込みに関しては、

上限を超えた場合には調整いただくこととなりますので、あらかじめご了承ください。 

報告会のご案内 
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